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　　菓子製品の高度化基準における密封包装とは、包装後の各工程で異物の混入や病原微生物の汚染の無いように一般的に空気を通さないとされている素材を使用し「空気を遮断 (接合部をヒートシールもしくは同等の加工をしたもの) した包装」、それ以外は簡易包装と区分しています。
	包装形態
	摘　　　要

	密封包装
	・脱酸素剤を使用したもの
・脱酸素剤を使用していなくても、定義をみたしたもの
・製品が外気に触れないよう口を輪ゴムで縛る等により密封してあるもの

	簡易包装
	密封包装以外のもの（無包装を含む）


　

